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■
…
１
、
■
…
　
西
桂
町
消
防
団
幹
部
が
十
月
一
一
一

璽
｝
婦
影

轟
躰
硝
よ
り
辞
令
が
山
父
付
さ

藤
一
喬
一
団
一
団
長
山
崎
誠

一
堕
副
個
長
小
ズ
捕

一
瀞
一
嫡
鯉
特
服
じ

１
一
一
－
一
一
一
１
－

　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
小
　
山
　
俊
　
之

交
通
分
団
長

〃
副
分
団
長

第
一
分
団
長

〃
副
分
団
長

　
　
〃〃
給
　
与

第
二
分
団
長

〃
副
分
団
長

　
　
〃〃
給
　
与

第
一
一
一
分
団
長

芦定佐前渡渡川渡川菅相

沢月藤田辺辺村辺村谷沢

茂伸久舜元幸智久義喜
　　仁
義二雄治良夫之雄正暗勇

〃
副
分
団
長

　
　
〃〃
給
　
与

第
四
分
団
長

〃
副
分
団
長

　
　
〃〃
給
　
与

第
五
分
団
長

〃
副
分
団
長

　
　
〃〃
給
　
与

持山前永梅渡梅滝小小菅

田□田田原辺原口林林谷

正光重光幸祝和新守圭

春義夫明一一男朗彦一修

十
　
月

の
　
入

Ｌ木

結
　
果

新しい幹部のみなさん

十
月
二
十
日
、
工
事
の
指
名
競
争
入
札
を
行

い
、
そ
れ
ぞ
れ
着
工
し
て
お
り
ま
す
。
工
事
中

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
渡
場
用
水
改
修
工
事
　
　
　
　
　
倉
見
地
内

　
施
工
延
長
　
二
一
八
・
九
ｍ

　
　
　
　
　
　
　
色
川
晴
男
様
前
｛
新
水
路

　
施
工
巾
　
二
・
一
ｍ
｛
一
・
六
ｍ

　
Ｌ
型
水
路
　
一
一
九
・
○
ｍ

　
急
流
工
　
九
・
Ｏ
ｍ

　
床
板
橋
　
一
・
○
式

　
請
負
金
額
　
二
五
、
七
五
〇
、
○
Ｏ
Ｏ
円

　
請
負
業
者
　
タ
カ
ム
ラ
建
設
欄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
中
湖
村
山
中

○
柿
園
・
倉
見
線
舗
装
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
沼
・
倉
見
地
内

　
施
工
延
長
　
四
二
一
・
五
ｍ

　
　
　
　
　
　
　
重
田
要
一
様
前
｛
堀
尻
橋

　
舗
装
面
積
　
二
、
八
二
七
、
四
請

　
横
断
水
路
工
　
二
〇
・
七
ｍ

　
請
負
金
額
　
九
、
五
一
七
、
二
〇
〇
円

　
請
負
業
者
　
タ
カ
ム
ラ
建
設
繍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
中
湖
村
山
中

○
小
沼
稲
荷
下
一
一
号
線
甲
蓋
設
置
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
沼
地
内

　
施
工
延
長
　
三
三
四
・
一
一
ｍ

　
　
左
側
（
富
士
急
行
線
側
）

　
　
　
一
五
八
・
八
ｍ

　
　
右
側
（
中
央
自
動
車
道
側
）

　
　
　
一
七
五
・
四
ｍ

○
川
村
　
目
文
様
横
｛
ユ
ニ
シ
ア
第
二
工
場
前

　
甲
蓋
設
置
（
車
道
用
）
四
五
八
枚

　
グ
レ
ー
チ
ン
グ
設
置
　
二
六
枚

　
請
負
金
額
　
一
、
八
八
四
、
九
〇
〇
円

　
請
負
業
者
　
渡
部
建
設
幟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
桂
町
倉
見

○
大
久
保
農
道
舗
装
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
沼
・
下
暮
地
地
内

　
施
工
延
長
　
一
六
〇
・
四
五
ｍ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
俊
夫
様
前

　
幅
員
　
四
・
五
〇
ｍ

　
舗
装
面
積
　
六
五
二
・
○
ぜ

　
請
負
金
額
　
五
、
五
六
二
、
○
○
Ｏ
円

　
請
負
業
者
　
樹
前
田
土
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
桂
町
下
暮
地

○
大
久
保
農
道
上
部
工
架
設
設
置
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
沼
・
ド
暮
地
地
内

　
施
工
延
長
　
一
五
・
六
〇
ｍ

　
幅
員
　
四
・
五
ｍ

　
Ｐ
Ｃ
桁
床
板
橋
（
桁
七
・
Ｏ
本
）

　
請
負
金
額
　
一
一
、
一
一
一
三
〇
、
Ｏ
Ｏ
○
円

　
請
負
業
者
　
興
和
コ
ン
ク
リ
ー
ト
欄

　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
都
千
代
田
区
麹
町

○
東
中
川
改
修
工
事
　
　
　
　
　
　
小
沼
地
内

　
施
工
延
長
　
六
〇
・
九
ｍ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
邦
夫
様
裏

　
水
路
工
（
八
○
○
型
）
　
　
　
五
〇
・
四
ｍ

　
底
張
工
　
一
〇
・
五
ｍ

　
請
負
金
額
　
二
、
五
七
五
、
○
○
Ｏ
円

　
請
負
業
者
　
菓
英
建
設
工
業
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
留
市
桂
町

○
小
沼
中
央
線
側
溝
改
修
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
沼
地
内

　
施
工
延
長
　
九
八
・
四
ｍ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
桂
小
学
校
前

　
右
側
Ｐ
Ｕ
側
溝
（
五
〇
〇
Ａ
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
・
四
ｍ

　
左
側
Ｐ
Ｕ
側
溝
（
五
〇
〇
Ａ
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
七
八
・
○
ｍ

　
請
負
金
額
　
四
、
一
一
一
二
六
、
○
○
○
円

　
請
負
業
者
　
陶
原
田
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
桂
町
倉
見

○
揚
川
水
路
支
線
改
修
工
事
　
　
　
小
沼
地
内

　
施
工
延
長
　
五
一
一
一
・
○
ｍ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
康
雄
様
前

　
構
造
物
　
Ｖ
Ｓ
側
溝
　
五
三
・
○
ｍ

　
請
負
金
額
　
二
、
二
六
六
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

　
請
負
業
者
　
東
英
建
設
工
業
筒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
留
市
桂
町

○
池
の
頭
線
舗
装
工
箏
　
　
　
　
　
小
沼
地
内

　
施
工
延
長
　
一
一
一
五
・
五
ｍ
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大
谷
義
夫
様
前
｛
佐
藤
勝
男
様
前

　
舗
装
面
積
　
一
、
一
二
二
〇
・
○
ぜ

　
請
負
金
額
　
五
、
一
二
九
、
四
〇
〇
円

　
請
負
業
者
　
樹
巴
　
組

　
　
　
　
　
　
　
　
富
士
吉
田
市
上
暮
地

○
中
野
用
水
改
修
工
事
　
　
　
　
下
暮
地
地
内

　
施
工
延
長
　
四
四
・
五
ｍ

　
　
　
　
　
　
　
　
西
桂
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
上

　
構
造
物
　
三
〇
〇
型
水
路
工

　
　
　
　
　
　
四
三
・
八
ｍ

　
改
良
ま
す
据
付
工
　
三
個

　
請
負
金
額
　
一
、
九
〇
五
、
五
〇
〇
円

　
請
負
業
者
　
制
前
田
土
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
桂
町
下
暮
地

○
Ａ
駐
車
場
造
成
工
事
「
桂
コ
ミ
旦
ニ
テ
ィ
内

　
（
保
育
所
上
）
」
　
　
　
　
　
下
暮
地
地
内

　
造
成
面
積
　
一
、
四
四
七
ぜ

　
機
械
堀
削
　
一
、
四
〇
七
壷

　
石
積
工
　
一
一
一
二
・
○
読

　
舗
装
工
　
八
九
二
・
○
ぜ

　
歩
車
道
プ
ロ
ッ
ク
設
置
一
六
四
・
○
ｍ

　
浸
透
桝
　
一
・
○
式

　
請
負
金
額
　
二
二
、
三
九
〇
、
○
○
Ｏ
円

　
請
負
業
者
　
桂
土
木
工
業
欄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
桂
町
小
沼

○
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
場
造
成
工
事

　
「
桂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
（
ラ
ン
ラ
ン
ラ
ン
ド
横
〕
」

　
造
成
面
積
　
七
五
六
諸

　
盛
土
一
、
二
八
・
○
，
ｍ

　
石
積
工
　
；
一
六
・
七
詰

　
逆
丁
式
擁
壁
　
一
四
・
Ｏ
ｍ

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
舗
装
　
五
二
三
・
○
ぜ

　
浸
透
桝
　
一
・
○
式
　
ほ
か

　
請
負
金
額
　
一
四
、
四
二
〇
、
○
○
○
円

　
請
負
業
者
　
進
藤
建
設
欄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
府
市
下
飯
田

○
桂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
水
道
管
理
布
設
替

　
　
　
　
　
「
桂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
ー
内
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
暮
地
地
内

　
施
工
延
長
　
八
七
・
○
ｍ

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
Ｐ
管
（
一
〇
〇
ｍ
）
四
五
・
○
ｍ

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
Ｐ
管
（
七
五
ｍ
〕
一
一
一
五
・
○
ｍ

　
Ｈ
１
Ｖ
Ｐ
管
（
二
五
ｍ
）
七
・
○
ｍ

　
請
負
金
額
　
二
、
二
四
五
、
四
〇
〇
円

　
請
負
業
者
　
高
野
熱
設
備
繍

○
桂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
植
栽
工
事

　
　
　
　
　
「
桂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
ー
内
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
暮
地
地
内

　
植
栽
工
（
さ
く
ら
）
四
二
本

　
中
低
木
　
一
一
本

　
高
木
＝
＝
本
ほ
か

　
請
負
金
額
　
三
、
一
九
一
一
一
、
○
Ｏ
○
円

　
請
負
業
者
　
樹
山
松
造
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
士
吉
田
市

圃
圃
国
圓
因

○
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
斜
面
修
復
工
事

　
工
事
概
要
　
施
工
延
長
二
七
・
○
ｍ

　
　
　
　
　
　
法
面
工
　
一
九
六
・
○
ぜ

　
　
　
　
　
　
植
生
ネ
ッ
ト
張
及
び
植
生
土
の

　
　
　
　
　
　
う
積
工
事

　
請
負
金
額
　
一
、
六
九
九
、
五
〇
〇
円

　
請
負
業
者
　
渡
部
建
設
繍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
桂
町
倉
見

畢
露
凧
鋸
慶
　
　
一
一
一

…
＾

…，ｌｌ

・
の
ｇ
露
爾

一
　
融
資
を
受
け
る
こ
と
の
出
来
る
者
の
資
格

　
県
内
中
小
企
業
の
う
ち
、
特
に
零
細
な
企
業

者
及
び
中
小
企
業
の
組
織
に
関
す
る
法
律
に
定

め
る
組
合
等
と
そ
の
構
成
員
に
対
し
、
年
末
金

融
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
の
事
業
資
金
を
次
に

よ
り
貸
し
付
け
ま
す
。

（
信
用
金
庫
・
信
用
組
合
〕

　
資
金
本
額
若
し
く
は
出
資
の
総
額
が
三
〇
〇

万
円
以
下
の
会
社
又
は
常
時
使
用
す
る
従
業
員

が
二
十
人
（
商
業
又
は
サ
ー
ビ
ス
業
に
あ
っ
て

は
五
人
）
以
下
の
会
社
若
し
く
は
個
人
で
あ
る

こ
と
ｏ

（
商
工
中
金
）

　
中
小
企
業
の
組
織
に
関
す
る
法
律
に
定
め
る

組
合
、
そ
の
他
主
と
し
て
中
小
規
模
の
事
業
者

を
構
成
員
と
す
る
団
体
又
は
そ
の
構
成
員
で
あ

る
こ
と
。

一
一
取
扱
い
金
饒
濃
関

　
信
用
金
庫
・
信
用
組
合
・
商
工
中
金

一
一
一
貸
付
条
件

　
Ｈ
　
事
業
遂
行
に
必
要
な
運
転
資
金
と
し
、

　
　
　
一
企
業
に
一
金
融
機
関
と
す
る
。

　
○
　
貸
付
金
額

　
　
（
信
用
金
庫
・
信
用
組
合
）

　
　
個
人
・
会
杜
　
五
〇
〇
万
円
以
内

　
　
（
商
工
中
金
）

　
　
組
　
合
　
七
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
万
円
以
内

　
　
構
成
員
　
　
　
五
〇
〇
万
円
以
内

　
目
　
期
　
間
　
平
成
六
年
十
一
月
一
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
五
カ
月
以
内

　
四
　
利
　
率

　
　
（
信
用
金
庫
・
信
用
組
合
）

　
　
個
人
・
会
社
　
年
利
三
・
六
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
・
三
％
）

　
　
（
商
工
中
金
）

　
　
組
合
年
利
三
・
四
％
（
三
・
一
％
）

　
　
構
成
員
　
年
利
三
・
六
％
（
三
・
三
％
）

　
　
た
だ
し
、
信
用
保
証
協
会
の
保
証
付
の
場

　
合
は
、
い
書
き
の
利
率
と
す
る
。

　
固
　
一
人
以
上
の
遵
帯
保
証
を
要
す
る
。

　
　
会
社
の
場
合
は
代
表
者
個
人
、
組
合
の
場

　
合
は
理
事
全
員
が
遵
帯
保
証
人
と
な
る
こ
と
。

　
内
　
返
済
方
法
、
分
割
又
は
一
括
払
い

五
　
申
し
込
み
受
付
期
聞

十
一
月
一
日
か
ら
十
一
月
三
十
日

　
申
込
み
受
付
場
所

取
扱
金
融
機
関
の
本
支
店

　
十
二
月
十
日
は
世
界
人
権
デ
ー
で
す
。

　
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

本
年
も
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
の
一
週
問

を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

人
権
意
識
の
普
及
高
揚
を
呼
び
か
け
て
お
り
ま

す
。　
今
年
の
人
権
週
蘭
の
強
調
事
項
は
、
次
の
五

つ
で
す
が
、
こ
れ
を
実
現
す
る
こ
と
は
住
民
全

て
の
願
い
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
趣
旨
を
御
理
解

い
た
だ
き
、
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
て
明
る

い
杜
会
を
つ
く
り
ま
し
よ
う
。

　
○
　
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

　
◎
　
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人
権
意
識

　
　
を
育
て
よ
う

　
＠
　
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

　
＠
　
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

　
＠
　
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実
現
し

　
　
よ
う

　
い
じ
め
・
体
罰
は
、
児
童
、
生
徒
に
対
す
る

童
大
な
人
権
侵
害
で
す
。

　
一
人
で
悩
ま
ず
、
い
じ
め
・
体
罰
テ
レ
ホ
ン

相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
冊
（
〇
五
五
四
）
四
三
－
四
一
一
一
八
一

　
　
　
　
　
　
　
甲
府
地
方
法
務
局
都
留
支
局

　
十
二
月
九
日
鶴
午
前
十
時
か
ら
午
後
一
一
一
時
ま

で
役
場
二
階
に
お
い
て
相
談
を
受
付
け
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の

で
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
人
権
擁
護
委
員

は
次
の
通
り
で
す
。

　
　
　
　
郷
田
　
昌
司
　
耐
二
五
－
一
一
一
一
一
二
〇

　
　
　
　
松
川
　
隆
泰
　
冊
二
五
－
二
〇
四
〇



町埋熔奇祭
１’１’

　
　
　
　
　
　
西
桂
町
の
第
一
二
十
四
回
町
民
体
育
察
が
十
月

撃
　
　
　
　
　
九
日
（
日
）
、
町
民
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま

　
　
　
　
　
し
た
。

鯖　　　　　　　　　　　　　助　　　　　　　　　　桂　　　　　　　　西　　　　　回　　　　靱　　３第

　
早
朝
よ
り
小
雨
の
降
り
し
き
る
中
、
役
員
一

同
不
安
を
よ
そ
に
・
予
定
通
り
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
進
行
。
予
想
を
は
る
か
に
上
回
る
町
民
の
参

加
に
、
い
つ
し
か
ど
ん
よ
り
し
た
空
模
様
も
、

町
民
の
開
催
熱
意
に
屈
服
し
ま
し
た
。

　
開
会
式
に
先
立
ち
、
こ
こ
に
数
年
大
会
に
花

を
添
え
て
い
る
炬
火
リ
レ
ー
も
、
早
朝
の
寒
空

の
下
、
町
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
に
よ
り
元
気

に
挙
行
さ
れ
、
白
バ
イ
隊
を
先
導
に
、
町
営
一
一
一

ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
町
民
グ
ラ
ウ
ン

ド
ま
で
、
沿
道
で
の
盛
大
な
拍
手
並
び
に
声
援

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
各
区
の
カ
強
い
入
場
行
進
、

並
び
に
選
手
宣
誓
に
体
育
祭
に
望
む
町
民
の
意

気
込
み
を
感
じ
ま
し
た
。
炬
火
リ
レ
ー
の
最
終

ラ
ン
ナ
ー
で
あ
る
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
少
年
団

の
軽
や
か
な
足
取
り
に
、
体
力
の
充
実
と
若
さ

を
感
じ
る
と
共
に
、
炬
火
台
に
火
が
と
も
る
と
、

場
内
の
気
運
は
ま
さ
に
最
高
潮
に
達
し
ま
し
た
。

　
競
技
が
始
ま
っ
た
頃
に
は
、
す
っ
か
り
晴
れ

渡
り
、
清
々
し
い
秋
晴
れ
の
下
、
午
前
中
六
競

技
、
午
後
か
ら
七
競
技
が
行
わ
れ
、
和
気
あ
い

あ
い
の
う
ち
に
、
盛
大
で
、
和
や
か
な
一
日
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
体
育
祭
に
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜

り
ま
し
た
各
区
の
区
長
さ
ん
を
始
め
、
区
の
役

員
、
体
育
指
導
員
、
婦
人
会
、
交
通
安
全
協
会
、

体
育
協
会
の
役
員
の
皆
様
、
大
変
ご
苦
労
さ
ま

で
し
た
。

非
成
績
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

　
一
位
倉
見
／
二
位
上
町
Ｂ

　
＝
一
位
　
本
町
／
四
位
　
柿
園

　
五
位
　
上
町
Ａ
／
六
位
　
下
暮
地

１０人縄跳ぴ ああ、しんどい！

だるまさんが転んた

引き継き炬火リレー

炬火リレー点火式

炬火点火

炬火ランナーは、柏木里絵ちゃんです

障讐物競争　おとうさん、がんは って！

舞踊一なんとも言えない 和やかさ一



・　町埋宴佑祭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第１６回町民文化祭が１ｉ月３目 ・４日の２日間、文化協会の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主催でＹ　Ｌ　Ｏ会館において盛大に開催されました
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３日は式典、大正琴、合唱、舞踊、詩吟、楽器の発表会
、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お茶会等があり ・どの部も日頃の成果を充分に発揮し、来場

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した方々も満足した様子でした 。

　また両日には絵画、書道、華道、手芸、俳旬・亥１」字、水墨画、陶芸などの各作晶と保育所・小中学校児童生徒の作品がＹ

Ｌ　Ｏ会館に所せましと展示されました
。

　どの作品も力作ぞろいで町民の方の評判も上々でした
。

　また・本年度で３年目となる菊作り教室生を中心とした菊の展示は・その数５０鉢を越え・秋の訪れを皆げていましね

　協賛団体の商工会青年部、婦人部のふれあい広場、束部青色申告会によるタックスクイズ、商業部会、ポランティア協会

によるバザー出店、工業部会の展示ありがとうございました 。

本年度より文化協会１二加わったシルバー］一ラス部の発表

茶道部によるお茶会

技に磨きをかけた西桂コール

カ作ぞろいの写真部
舞　踊　発　表

商工会青年部１二よるふれあい広場 歌　謡　部 展示のようす
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」
－
月
十
四
日
、
寿
農
場
の
稲
刈
り

を
行
い
ま
し
た
ｏ

　
重
い
稲
を
か
け
る
の
は
、
大
変
で

す
が
、
保
育
園
児
が
お
手
伝
い
に
来

て
く
れ
て
、
楽
し
い
稲
刈
り
と
な
り

ま
し
た
。

　
収
穫
さ
れ
た
も
ち
米
は
、
十
二
月

に
保
育
所
で
行
わ
れ
る
餅
つ
き
に
、

使
う
予
定
で
す
。

　
　
　
　
圭
ヨ
．
，

　　　　　撤　　　鱗鰯理

．
垂
姜
姜
轟
喜
…
…
韮
姜
毒
姜
姜
妻
韮
姜
毒
謹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畠

　
曲

皿
田
田

　
今
年
も
保
育
園
児
の
飛
び
入
り
競
技
と

「
が
ん
ば
れ
・
が
ん
ば
れ
－
・
」
の
声
援
に
、

一
段
と
運
動
会
は
盛
り
上
が
り
、
優
勝
・

本
町
、
準
優
勝
・
倉
見
、
の
成
績
で
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

’１盟曲曲蟷１１鮒鮪撒１鞘鞘蝋鞘鞘蝋１１醐鞘鞘誼鞄鞘鞘朝鞘鯛鞘蝋曲蟷曲鹿鱗軸鞘購理鱗睡鞘囎盟開鵠舗

１鯛繍鞘糊鵠搬鞘鮒甜騨鞘鞘舳鞘鰯鞘甥闘撒睡撚鯛踊睡購蟷

　
初
め
て
の
稲
刈
り
　
　
　
（
一
年
女
子
）

　
巾
学
校
の
学
校
田
の
稲
刈
り
を
、
　
一
年
牢
■
で

や
り
ま
し
た
。
初
め
て
の
人
が
か
な
り
い
ま
し

た
。
ま
ず
初
め
に
「
ウ
シ
」
を
作
る
丸
太
を
運

び
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
私
は
も
う
疲
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
鎌
を
手
に
し
て
束
を
『
ザ
ク
ッ
」

と
刈
り
ま
し
た
。
「
あ
っ
、
お
も
し
ろ
い
。
」
み
ん

な
で
一
一
一
時
間
や
っ
て
も
終
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

農
家
の
人
の
大
変
さ
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

　
秋
雨
上
が
り
の
十
月
十
八
日
り
ｄ
　
保

育
所
の
年
長
児
、
年
中
児
八
十
六
名
の

園
児
た
ち
が
さ
つ
ま
い
も
掘
り
を
体
験

し
ま
し
た
。
春
先
菌
植
え
に
応
援
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
役
員
さ
ん
と
一
緒
に

賑
や
か
な
作
業
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
畑
に
入
る
と
同
時
に
「
わ
あ
ー
大
き

い
お
い
も
だ
。
」
と
大
き
な
歓
声
で
し

た
。
早
遠
お
や
つ
に
お
い
し
い
大
学
い

も
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
度
は
園
庭
で
や
き
い
も
大
会
に
挑

戦
で
す
。

　１０月２５臼 、三三ツ峠ライオンズクラプ（高尾嘉一会長）では奉

仕活動の一環として、柿園の中央側道の清掃を多くの会員が参

加し実施しました。この場所は交通量が多い上道幅がせまく 、

尚側に草が生い茂 っていました。そのため車の脱輪事故が多く

発生していました。そこで同クラプで除草と側溝の清掃を行 っ

たものです
口



広報にしかつら　２１６　１１ ．１６

圃
回
圃
圃
圃
国

○
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
　
表
計
算
ソ
フ
ト
（
初
級
）

日
程
　
１
２
月
１
■
２
．
５
‘
６
．
８
．
９
．
蜆
．

１
３
日
の
８
日
間

時
闇
　
午
後
６
時
｛
午
後
８
時
５
０
分

定
員
　
２
０
人
　
受
講
料
　
２
，
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

○
規
矩
術
・
入
り
母
屋
の
工
法

日
程
　
”
月
２
・
５
・
６
・
８
・
９
・
”
・
蝸

日
の
７
日
間

時
間
　
午
後
６
時
壬
午
後
８
時
５
０
分

定
員
　
１
５
人
　
受
講
料
　
２
，
０
０
０
円

受
付
期
闇
　
各
講
座
と
も
開
講
日
の
７
日
前
ま

　
　
　
　
で
、
但
し
定
員
に
な
れ
ぱ
締
め
切
り

　
　
　
　
ま
す
。

問
合
せ
　
県
立
都
留
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
日
（
０
５
５
４
〕
４
３
－
８
９
１
１

　
平
成
七
年
度
山
梨
県
立
農
業
大
学
校
で
は
、

本
科
課
程
の
学
生
を
、
次
の
通
り
募
集
し
て
い

ま
す
。一
、
募
集
人
員

　
　
園
芸
学
科
（
果
樹
コ
ー
ス
、
野
菜
コ
ー
ス
、

　
　
花
き
コ
ー
ス
）
蓄
産
学
科
　
７
０
名

　
　
養
蚕
学
科
　
１
０
名

二
、
修
業
年
数
　
二
年

三
、
出
願
資
格

　
○
　
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
高
等
学
校
を

　
　
卒
業
し
た
者
（
一
二
月
率
業
見
込
み
の
者
を

　
　
含
む
）

　
ゆ
　
大
学
入
学
資
格
検
定
に
合
格
し
た
者

四
、
出
願
期
聞

　
　
平
成
七
年
一
月
五
日
｛
一
月
一
一
一
十
一
日
ま

　
で
（
郵
送
の
場
合
は
一
月
三
十
一
日
の
消
印

　
の
あ
る
も
の
ま
で
有
効
）

五
、
試
験
日

　
　
学
科
試
験
■
平
成
七
年
二
月
十
六
日
（
木
）

　
（
数
学
１
、
理
科
１
（
生
物
）
、
作
文
〕

　
口
述
試
験
Ｈ
平
成
七
年
二
月
十
七
日
（
金
）

　
尚
、
出
願
書
類
、
試
験
場
所
、
時
間
な
ど
の

細
部
の
問
合
せ
は
、
左
記
へ
連
絡
し
て
下
さ
い
。

山
梨
県
立
農
業
大
学
校

山
梨
県
北
巨
摩
郡
長
坂
町
長
坂
上
条
三
二
五
一

　
　
　
　
ａ
（
〇
五
五
一
）
一
一
一
二
－
一
一
二
六
九

　
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
運
動
不
足
に
な
り

が
ち
な
こ
の
時
期
を
元
気
に
過
ご
し
、
心
身
の

健
康
な
発
達
と
明
る
く
豊
か
な
生
活
を
目
的
と

し
て
ス
キ
ー
教
室
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
よ
り

決
定
い
た
し
ま
す
。
抽
選
日
に
つ
い
て
は
お
っ

て
通
知
い
た
し
ま
す
。

目
時
平
成
七
年
一
月
六
日
（
金
）
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
七
日
（
土
〕
一
泊
二
日

場
所
栂
池
高
原
ス
キ
ー
場

宿
泊
先
　
「
□
ツ
ジ
・
タ
ン
ネ
」

　
　
　
　
長
野
県
北
安
曇
野
郡
小
谷
村

　
　
　
　
日
（
〇
一
一
六
一
）
八
三
－
二
〇
一
一
一
一

費
用
大
人
一
一
一
一
、
○
○
Ｏ
円

　
　
　
　
中
学
生
　
一
一
、
○
○
Ｏ
円

　
　
　
　
小
人
一
〇
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

　
（
貸
ス
キ
ー
・
リ
フ
ト
代
は
含
み
ま
せ
ん
）

対
象
者
　
町
内
在
住
在
勤
の
一
般
男
女

募
集
人
員

申
込
み

　
（
中
学
生
以
下
は
親
子
と
す
る
）

　
四
十
名

十
二
月
五
日
（
月
）
ま
で
に
、
教
育

委
員
会
杜
会
体
育
係
へ

そ
の
他
・
不
明
な
点
は
教
育
委
員
会
社
会
体
育
係
ま
で

　
問
い
合
わ
せ
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
冊
二
五
－
二
九
四
一

一
…
・
・

、ｃ

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、
お
客
様
に
全
て
の
サ
ー
ビ
ス

を
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、
現
在
の
交
換
機
を

最
新
型
の
デ
ジ
タ
ル
交
換
機
に
取
り
替
え
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
ｏ

「
－
ご
利
用
に
際
し
て
の
お
願
い
…
」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　‘　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　■　　　　　　　　　　　　　　　　１　■　　■　　　　　　　　　　　　　　■　１　　■　　　　　　　　　　　　■　一　■　　　　　　　　　　　　■　■　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　■　■　　　　　　　　　一　　　　　　　　１　■　　　　　　　’　１　　　　　■　一　■　　　　　■　■　　　．　　　■　■　　’　．　．　．一
◆
対
象
の
お
客
様

　
　
－
・
小
沼
局
（
〇
五
五
五
－
一
一
五
局
）

◆
切
換
工
事
臼
時

　
　
…
平
成
六
年
十
二
月
十
一
一
一
目
Ｏ
Ｏ

　
　
　
午
後
十
二
時
三
十
分
か
ら

０
交
換
機
切
替
え
工
事
に
伴
い
、
十
一
一
月

　
十
一
一
一
日
ｏ
ｏ
午
後
十
一
一
時
一
一
一
十
分
か
ら
五

　
分
程
度
、
通
話
が
で
き
な
く
な
り
ま
す

　
の
で
、
こ
の
問
の
電
話
の
ご
利
用
は
避

　
け
て
下
さ
い
。

◎
工
事
時
間
帯
に
電
話
を
ご
利
用
さ
れ
て

　
い
る
場
合
は
、
通
話
が
切
れ
ま
す
の
で
、

　
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
い
た
だ
き
ま
す
よ

　
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
転
送
電
話
・
一
一
童
電
話
・
で
ん
わ
ば
ん

　
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
の
お
客
様
は
、
再

　
登
録
を
お
願
い
い
た
し
し
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　一　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　■　　　　　　　　　　　　　　　　■　■　■　　　　　　　　　　　　　　　■　■　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　■　■　　　　　　　　　　　　．　■　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　■　■　　　　　　　　■　■　　　　　　　１　　　　　■　１　　　　　．　．　　　■　　■　　■　■　一　■■

ｒ
…
１
電
語
取
瞳
Ｈ
冥
付
局
番
な
Ｌ
の
　
　
一
三
番
Ｌ

　
十
一
月
一
日
、
柿
園
地
区
ゴ
ル
フ
ク
ラ
プ
よ

り
一
五
、
一
〇
〇
円
の
寄
附
を
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
お
金
は
、
歳
末
助
け
合
い
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な
ど
犯
罪
の
被
害

に
あ
っ
て
、
警
察
や
検
察
庁
へ
訴
え
た
の
に
検

察
官
が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
と
き
、

あ
る
い
は
選
挙
違
反
や
汚
職
な
ど
祉
会
の
耳
目

を
ひ
い
た
事
件
を
検
察
官
が
起
訴
し
な
か
っ
た

な
ど
、
こ
ん
な
不
満
を
持
っ
て
い
る
方
は
い
ま

せ
ん
か
。

　
そ
う
い
う
方
の
た
め
に
検
察
審
査
会
が
あ
る

の
で
す
。
費
用
は
一
切
無
料
で
秘
密
は
か
た
く

守
ら
れ
ま
す
。

申
問
合
せ
先

　
〒
４
０
２
　
都
留
市
巾
央
二
丁
日
一
番
一
号

　
甲
府
地
方
裁
判
所
都
留
支
部
（
裁
判
所
内
）

　
　
都
留
検
察
審
査
会

　
　
　
　
日
（
〇
五
五
四
）
四
一
一
一
－
二
一
八
五



麗埋歯

今回は健康づくりのため、食べることに

気を配っている池田さんのお話です
。

私
の

食

正

一健康は私たちの願い一

　私の健康づくり コーナー
食
の
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
そ
う
で
す
。
一
九

六
九
年
に
始
ま
っ
た
減
反
政
策
の
時
に
私
は
、
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謹

そ
れ
に
応
じ
ま
し
た
。
で
も
「
外
国
産
米
の
輸
鯛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撫

入
が
始
ま
れ
ば
復
田
し
て
稲
を
つ
く
り
ま
す
」
　
鰯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醐

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
一
年
で
復
田
す
る
…
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聴
　
今
日
の
環
境
間
題
は
、
　
一
地
域
の
問
題
か
ら

こ
と
は
と
て
も
出
来
ま
せ
ん
。
現
在
昔
の
ト
ウ
鱗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
球
規
模
の
問
題
ま
で
の
広
が
り
を
持
ち
環
境

モ
ロ
コ
シ
（
甲
州
種
）
を
作
っ
て
い
ま
す
。
そ
糊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
復
元
能
力
を
越
え
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
て
、
来
年
が
稲
で
す
。
そ
の
前
に
小
麦
を
入
繊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝋
　
そ
の
中
で
も
大
気
の
環
境
問
題
が
一
番
の
問

れ
よ
う
と
思
。
て
い
享
。
そ
れ
が
主
食
の
部
榊
題
点
と
い
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
宙

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵠
　
具
体
的
に
は
、
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
や
地
球
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
睡

　
菜
の
部
で
は
、
豆
類
を
作
り
ま
す
。
そ
れ
に
。
鰍
温
暖
化
と
い
っ
た
地
球
全
体
に
影
響
を
及
ぼ
す

ビ
タ
ミ
ン
類
の
為
に
ア
シ
タ
バ
・
京
菜
・
小
松
繍
問
題
、
酸
性
雨
な
ど
の
一
地
域
や
一
国
だ
け
に

菜
・
春
菊
・
大
根
葉
・
チ
ン
ゲ
ン
菜
・
ニ
ラ
・
鰯
限
定
さ
れ
な
い
国
境
を
一
」
え
る
環
境
問
題
が
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
占
串

人
参
・
パ
セ
リ
・
ホ
ウ
レ
ン
草
・
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
燃
生
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蟷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
吉

等
を
年
間
作
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
…
　
当
町
で
も
町
の
焼
却
場
か
ら
出
る
煤
煙
・
悪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誰

な
ぜ
か
と
い
う
と
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
の
多
い
野
菜
だ
…
榊
臭
に
よ
っ
て
付
近
の
皆
様
や
公
共
施
設
（
中
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鶴

か
ら
で
す
。
私
は
自
菜
も
作
り
ま
す
。
こ
の
白
鮒
校
．
保
育
所
．
ラ
ン
ラ
ン
ラ
ン
ド
．
ゲ
ー
ト
ボ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
宣

菜
の
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
（
カ
ロ
チ
ン
）
は
百
グ
ラ
ム
撒
ル
場
）
の
利
用
者
に
悪
影
響
を
あ
た
え
、
ま
た
、

必
要
量
が
十
三
才
よ
り
九
十
才
ま
で
に
一
日
当

た
り
二
千
１
Ｕ
を
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
冬

の
間
に
ビ
タ
ミ
ン
が
不
足
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
特
に
小
学
校
の
六
年
生
当
た
り
か
ら
急

に
大
き
く
な
っ
て
行
き
ま
す
の
で
気
を
つ
け
た

い
も
の
で
す
。

　
そ
の
他
ミ
ネ
ラ
ル
類
は
海
草
か
ら
取
っ
て
い

ま
す
。
あ
と
は
、
肉
類
・
魚
介
類
を
そ
の
闇
に

食
べ
て
い
ま
す
。
も
う
一
つ
の
私
の
食
の
申
で

重
要
視
し
て
い
る
の
は
朝
食
で
す
。
朝
食
を
美

味
し
く
戴
け
る
日
は
一
日
元
気
一
杯
で
す
。
朝

寝
坊
は
大
敵
と
患
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
快
便

こ
そ
健
康
の
元
と
田
心
っ
て
い
ま
す
。
い
や
失
礼
。

つ
ゆ
て
箇
知
夢

’姜１老後の生活設計にもうひとつの安心をプラス ．／

睡国麟金をご存じですか ？

轟　国民年金だけでは、老後が心配だと思ってい

窪る方はいませんかＰそんな心配を解消してくれ

髪　るのが、「国民年金基金」です 。

１歳鷺鴛驚ぷ黒ｒ
　（厚生年金、共済組合等の方々は加入できませ

よ者屹〕
う　がス

心当テ
掛番　１
けを　シ
て決　ヨ
下め　ン
さ　 ’管

いい理
　つ　（
　　も清
　き掃
　れ）
　い　は
　に　 ’

　す利
　る用

◎年金の給付は？

　加入口数１こよって隼金額が決まります。年金

額や給付の型は加入される方が選択します
。

◎毎月の掛け金は？

　掛金は、選択する給付の型、口数および加入

時の年齢によって決まります。掛金の上限は
、

月額６８，ＯＯＯ円です。掛金は、指定された金融

機関の□座から自動引落しされます。掛金は
、

全額「社会保険料控除」の対象となります
。

安心で有利な「国民年金基金」への加入をお勧

めします
。

　年金係に詳Ｌい資料と申込書がありますので

ご…壱求下さい
。

町
鰯
節
場
＠
魔
企
垣
つ
ゆ
て
箇
知
夢
管

中
に
＝
一
一
１
Ｕ
で
す
が
ホ
ウ
レ
ン
草
は
同
じ
百
グ
湘
地
球
破
壊
に
荷
担
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

ラ
ム
中
に
二
千
１
Ｕ
・
パ
セ
リ
は
な
ん
と
四
千
一

　誼醐
」

こ
れ
か
ら
は
、
自
然
と
人
聞
と
の
共
生
を
確

冨
も
あ
る
の
で
す
。
呆
人
は
ビ
タ
ー
ン
の
一
一
保
す
る
た
め
に
町
の
焼
却
髪
平
成
七
年
四
月

苗

一
日
よ
り
廃
止
す
る
予
定
で
す
。

　
焼
却
場
の
廃
止
に
伴
い
こ
れ
か
ら
の
一
般
・

産
業
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
処
理
業
者

を
町
で
紹
介
い
た
し
ま
す
の
で
、
役
場
住
民
課

ま
で
、
ご
相
談
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
冊
二
五
－
二
一
二
一

回
回
０
８
固
８
回
０
同

匝
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
い
つ
も
き
れ
い
に

　
管
理
し
て
下
さ
い
。

　
ｍ
ご
み
収
集
日
は
、
左
記
の
通
り
で
す
。

　
　
可
燃
ご
み
　
毎
週
　
月
・
木
曜
日

　
　
　
　
　
　
　
柿
園
・
本
町
・
上
町
地
区

　
　
　
毎
週
　
火
・
金
曜
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
倉
見
・
下
暮
地
地
区

　
　
不
燃
ご
み
　
毎
週
　
水
曜
日
…
全
町

　
◎
午
前
八
時
ま
で
に
搬
入
し
て
下
さ
い
。

　
　
ま
た
、
冷
蔵
庫
・
テ
レ
ビ
・
洗
濯
機
・
レ

　
ン
ジ
等
の
粗
大
ご
み
は
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ヘ

　
出
さ
な
い
で
下
さ
い
。

図
ご
み
の
不
法
投
棄
は
、
絶
対
行
わ
な
い
で
下

　
さ
い
。

　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ヘ
搬
入
し
て
も
回
収
で
き
な
い

　
粗
大
ご
み
等
は
、
住
民
課
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

團
犬
の
散
歩
に
は
、
ご
み
袋
等
を
持
参
し
、
糞

　
の
後
始
末
を
し
て
下
さ
い
〃

　
町
の
い
た
る
所
で
、
「
犬
の
糞
が
／
」
、
「
家

の
玄
関
先
に
糞
が
。
」
と
い
う
苦
情
電
話
が
殺

到
し
て
い
ま
す
の
で
、
飼
い
主
の
方
は
必
ず
後

始
末
を
し
っ
か
り
行
『
て
下
さ
い
。
ま
た
、
放

し
飼
い
は
絶
対
し
な
い
で
下
さ
い
。

●

畠
Ｕ



・翻蛮だよ妙

平成６年度３才児歯科優良児’

　　　　表彰者
倉見 保護者 本町 保護者

坪　竜太郎 武弘 小林恵子 圭一
佐藤愛美 利夫 上町
安留由貴 隆雄 幡野　匠 幸夫
南雲耕平 幸彦 宮下めぐみ 謙二
志村圭祐 悦男 岩田沙子 悦男
小川将毅 泰聖 加藤　諒 朗

星野奈々 信雄 前田　幸 元康
柿園 下暮地

渡辺七映 聡 松原らすか 章

三枝祐子 康治 山崎　航 勝一
岩田直樹 正志 新田翔平 直行
中野夏海 政和 加藤絵里香 敏夫
西間庭早紀 準 五十嵐麻衣 征雄

鰯く啄のづ葛ゆ魔魑

てなのこい分の夫講いど心れ
’一

中の女演たののかと人で死優　ｒだ１ら持ら実で仕篠 ・悲きにち生感は事　　久　　しま残方きを生に人聖いん与１１１１１１１１さ１

囮

回

回

圏

園

☆☆☆た催
献献．三。 さ十
血血歳　れ一
優一１ ’’ 児　　’ 月

良回歯　式四
企以科　典日
業上燦　 で’
　の艮　次健
三人児　の康
社　　　方づ
　二二　　々く
　十十　がり
　三三　表の
　名名　彰つ
　　　さど
　　　れい
　　　まが
　　　し開

みんなで楽しくウォーキンク
．

の探で
かし ’ウ

な’ 保オ
．４ど育１
　ん園キ
　な児ン
　宝にグ
　だ返の
　つり途
　た宝中

　　　　　
鞘’

あなたは、何問まで出来たかな ．４

灘灘
’■ ，＝＝＝＝ｔ＝］＝＝＝一＝＝＝＝＝

ｏ
．

１ 閑 健　康　相　談 ＹＬＯ会館 午　　　　前

６ １州 献　　　　　血 西桂町役場 午前１０時～午後３時

９ １翁 ３才児健診 西桂町役場 午震１時３か Ｈ３／７～ｌＯ

１４ １桐 機　能　訓　練 ＹＬＯ会館 午　　　　前

１５ １利 健　康　相　談 ＹＬ０会館 午　　　　前

１９ １月〕 再　　ツ　　反 西桂町役場 受杵後１時、１鞠Ｏ分 Ｈ５／１Ｏ～Ｈ６／３

１９ 帽〕 １才６ケ 月児健診 西桂町役場 徹１蜘分～ Ｈ５／３～５

２０ （灼 ３　種　混　合 西桂町役場 受柏後１恥１醐Ｏ分 Ｈ４／４～８

２０ （火 乳　児　健　診 西桂町役場 午饅１時３０分～ Ｈ６／２ ・５ ・８

２１ （利 Ｂ　Ｃ　Ｇ接種 西桂町役場 受苗後１１ト１瑚扮 Ｈ５／１Ｏ～Ｈ石ノ３

２２ 榊 機　能　訓　練 ＹＬＯ会館 午　　　　前

健
康
勃
ル

…裏

１献血にご協カを〃　…

＝　１２月６日 、午前１０時より午後３時１

…まで、役場前庭で献血を行います。　１

ｌ　ひとりひとりのご協力をお願いいｌ

１た！１九 　＠１



広報にしかっら　２１６号　　１０

楽おめでた ・おくやみ

おめでた（誕生）

柿園　　　　　　　父
　　　　　ｉ　　　岨
　渡　過　真　帆　正也

下暮地
　　　　　 一１　　　さ

　相　琴　李　沙　　登

　梶　原　みさと　　浩
　　　　　｝ 一…　　十１１
　梅　原　佑　介　　徽
　　　　　｝ 」…　　　た
　梶　原　悠　汰　目出男

おしあわせに（結婚）

長女

二女

長女

長男

二男

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　牛田大貴くん　１歳９ヶ月　小俣義貴くん　ユ歳８ケ 月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ”　貴俊くん　６ケ 月
　．ト　山　真　次　　上町　　　　　　　　　有三 ．明美さん長男　　　輝義 ・みち子さん長男 ・二男
（真
田幸代富士吉田市打榊榊榊榊弗榊林榊榊榊林榊柵糾傘榊

（渡辺　修上町 　婁第４回富圭翻醒センタ日フ 晶スデイパル
　小山静子　上町　音
　　　　　　　　　　　　　　　勢☆日時《第１日目》《第２日目》《第３日目》

お／やみ（死亡） 　　婁　　 １１月・・脳１１月・・咄１１月・・日１１）

　　　　　　　 （届出人）　　　　音☆場　所　富士女性センター　全館
渡部富雄渡部真澄上町婁☆参加料は無料

　　　　　　　　　　　　　　　舎　　““’“、““““““““““““““、““““““’““““““““ｗ
郷田 米’郷田安夫 　下暮地寺＊ 第１日目　１１月２５日鶴受付ＰＭ１ １ｏＯ～ 　　　 ＰＭ１１ ３０～ＰＭ４ １００

寺囮 踊り ・民謡・コーラス ・大正琴他・Ｍ…～・Ｍ・ｌｌ

あとがき

　１１月も半ぱを過ぎ、目増し１：寒さが

加わってきました。また冬が来るんだ

なという実感がしてきます 。

　年賀状も発売され、年末が近くなり
、

忙しさに追われる目々が続くのではな

いでしようか
。

今月号は、１０月から１１月の初旬にかけ

て行われた行事を主に紹介ＬまＬた
。

　二の中で掲載された写真をご希望の

方に差し上げます。広報担当までご連

絡下さい 。

　また、「おいらが大将」の子供さん

の写真もお待ちしております
。

人口世帯

　平成日年ｒｒ月ｒ日現在

〔＝＝１＝ニコ遊休晶 ・リサイクル製品 ・農作物　等　ＰＭ３Ｉ０～ＰＭ４００

　　、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、 、

＊第２日目　１１月２６日出受付ＡＭｇ１３ト　　　　ＡＭ１ｏ １ｏｏ～ＰＭ３ １１５

囮踊り ・民謡 ・杜交タンス ・エアロビダ ンス　　　 ＡＭ１Ｏ＝ＯＯ～ＡＭ１１＝４５
　　　　　民謡 ・女性団体の活動発表　他

唾蚕憂園　　　　　　　　　　　ＡＭ１ｌ １４５～ＰＭ１ １ＯＯ

男

女

合計

世帯

２， ３７８人

２，４９６人

４，８７４人

１，３３９世帯

　　、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、 、

＊講演会　２６日（土）ＰＭ１ ：３０～ＰＭ３ ：ｏｏ

　講師映画俳優土屋　嘉男氏演題ｒ素晴らしきかな僕の人生１天衣無縫」
　　 ．、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

＊展示の部　全館
　く２５日鶴（１３ １３０～１６ ：ＯＯ）２６日出（１０ １００～１６ １００）２７日｛日〕（１０ ：ＯＯ～１５ ：ＯＯ）》

　　　女性センターを拠点に活動する団体の作品や写真等を展示します 。
　亥１」字・手芸・俳旬 ・短歌 ・川柳 ・パッ チワーク ・陶芸 ・布張り絵 ・センター自主事業

　の写真 ・女性団体の活動の写真 ・自主グルー プＰ　 Ｒ・生け花・書道　他
　　、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

＊国際交流］一ナー
　く２５日樹（１３ １３０～１５ １３０）２６日出（１０ １００～１５ １００）｝

　日本で生活している外国人の方々に、日本の文化に触れていただくコーナーです 。

皆さんの身近にいら っしゃる外国人の方々をお誘いして、ご来館下さい 。

　茶道 ・着物の着付け ・折り紙 ・押し絵　他

主催山梨県立富士女性センター

毎月１日は清掃の日です
。

早朝各家庭の周辺を清掃しましょう
。

　　　ｌ１月国民健康保険税４期

困　　　１２月固定資産税３期


